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正誤表 (2015年 3月 27日）

• 57ページ, 3行目: 「外側の曲線を通る曲線」→「外側を通る曲線」

• 75ページ, 20行目: 「まず, Sに含まれる」→「まず, Σに含まれる」

• 76ページ, 11行目: 「pから pkに至る · · · pから pkへ進む」→「pから pj に至る
· · · pから pjへ進む」

• 76ページ, 15行目: 「命題 3.28」→「定理 3.28」

• 99ページ, 11行目:「Σgの自己同相写像」→「Σgの向きを保つ自己同相写像」(向
きを保たない場合は補題 4.10の式は T−1

ϕ◦ξ = ϕ ◦ Tξ ◦ ϕ−1 となります.)

• 101ページ, 2 行目: 「閉曲面の自己同相写像」→ 「閉曲面の向きを保つ自己同相
写像」

• 111ページ,命題 5.5の証明の (場合 5): この部分の記述について，不正確な点があり
ましたので次のように修正して下さい. (場合 1)から (場合 4)については修正の必要
はありませんが，議論は cと m1 の場合に限らず，任意の 2つの非分離曲線に対し
て成立するということに注意して下さい．修正する内容は「数学セミナー」2009年
12月号に掲載された連載記事「パズルから入る写像類群入門」の第 3回「デーン-リ
コリッシュの定理」で述べたものに戻す，というものです（本書の後半のリコリッ
シュの定理との繋がりを考えて議論を再構成した際に余計な議論が入ってしまった
ようです）．

（場合 5）cとm1 が 3回以上交差するとき．この場合には，cとm1 の交わり方は
いろいろな場合がありえますが，いずれの場合にも場合３，場合４のテクニックを
用いることにより，cを dまたは s1 または s2 に置き換えて考えることができ，m1

との交点を減らすことができます．以上で命題 5.5の証明が終わりました. �

• 142ページ, 19行目：「距離 d2(f(x), f(y))」→「距離 d2(γ(x), γ(y))」

• 160ページ,脚注: 最後の )を削除.

• 177ページ, 9行目: 「Σg 上に」→「曲面上に」

• 188ページ, 9.8節: 場合★ 1の議論は正確ではありませんでした. 本文では cと biが
交わらない場合は図 9.14左の絵のようになると主張していますが,図 9.16の Type 3



や図 9.19の状況も cと bi が交わらない場合に含まれます. 実際, Yi の両端でのツィ
ストの分を除いて, この 3 つの場合で尽くされます. (部分曲面 Yi を bi で切り開け
ば 3つ穴あき球面 S ができます. cはそのうちの 2個をつなぐ 2本の弧であり,その
うちの一本で S を切り開けばアニュラスとなり,残りの一本の弧はアニュラスの１
つの境界を両端にもつ単純曲線となりますので,本質的に 2通りしか存在しません.)
考えるべき場合が増えていますが,結局 Type 3に帰着するので証明自体はそのまま
通用します.

• 190ページ, 23行目：「(b)は τbi
を施すと」→「(b)は τ−1

bi
を施すと」

• 191ページ,図 9.18の li, miの向きは図 9.15右の li, miの向きと反対になってしまっ
ています.

• 192ページ, 4行目：「(−1, 0)
µ−1

7−→ (−1, 1)」→「(−1, 0)
µ−1◦τbi7−→ (−1, 1)」

• 209ページ, 9行目：「そこで τc16(c
′
27)を求めてみましょう」→「そこで τ−1

c16
(c′27)

を求めてみましょう」

• 209ページ, 12行目：「τc16 = (−E + A−D −C)−1 ◦ τl1 ◦ (−E + A−D −C)」→
「τ−1

c16
= (−E + A − D − C)−1 ◦ τ−1

l1
◦ (−E + A − D − C)」

• 233ページ, 14行目: 「σ(τm1) = I2g − e2i,2i−1」→「σ(τmi
) = I2g − e2i,2i−1」

• 253ページ, 14行目：「d1 +d2 +d3, d2, · · · , dm−1, dm +dn, dm+1, · · · , d2g」→「d1 +

d2 + d3, d2, d3, · · · , d2g」

• 273ページ,図 13.9キャプション：「µ(β)の構成」→「k(a)の構成」

• 301ページ, 18行目–23行目：「ϕs」→「ϕ2g」
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